
　
非
政
府
機
関
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
が
見
直
さ
れ
始
め
て
い
る
。
九
四
年
の
国

際
人
口
開
発
会
議
（
カ
イ
ロ
会
議
）
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
で
も
、
人
口
と
開
発
分
野

で
の
目
的
を
達
成
ず
る
た
め
に
は
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
が
不
可
欠
と
強
調
し
て
い
る
。
「
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
大
国
の
日
本
な
ら
な
お
の
こ
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で

頂
の
実
効
裟
高
１
必
薦
包
」
ａ
い
う
家
族
計
画
田
際
協
力
財
団
（
Ｉ
イ
セ
フ
）

の
シ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
池
上
清
子
さ
ん
の
協
調
の
ス
ス
メ
ー
ー
。

の
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
横
の
つ
な
が
り
を
考
慮
し
た

計
画
・
立
案
は
、
ジ
ョ
イ
セ
フ

が
青
年
海
外
協
力
隊
の
協
力
を

仰
い
だ
こ
と
が
あ
る
く
ら
い

一 一 一 一 一 一

で
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
　
と
い
う
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

政
府
予
算
の
４
ｕ

Ｚ
Ｚ
ａ
ｉ

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
が
注
目
さ
れ
営
管
理
費
的
な
援
助
を
合
む
支

て
き
た
の
は
、
日
本
の
国
際
後
援
）
を
行
う
時
期
を
経
て
、
今

励
が
経
済
イ
ン
フ
ラ
作
り
か
や
米
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
人
口
対
策

ら
、
基
本
的
な
人
間
の
ニ
ー
ズ
分
野
の
政
府
予
算
の
半
分
を
実

に
対
応
す
る
社
会
セ
ク
タ
ー
施
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

ラ
デ
シ
ュ
、
ガ
ー
ナ
な
ど
へ
の

　
ヲ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
ミ
ッ
シ

ョ
ン
」
へ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
な

ど
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に

は
ま
だ
一
時
的
な
協
調
の
段
階

と
言
え
よ
う
。

　
　
一
定
額
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に

（
保
健
、
女
性
、
教
育
、
人
口
、
　
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
　
い
ま
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
対
す
る
国

人
権
、
環
境
な
ど
）
へ
と
シ
フ
Ａ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
策
と
し
て
は
民
の
負
担
は
一
人
平
均
一
万
円

ト
し
て
き
た
こ
ろ
か
ら
だ
。
途

‘
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
で
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
と
い
う
時
代
で
あ
る
。
効
果
的

上
国
の
住
民
が
何
を
望
ん
で
い
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
す
る
た
め
に

る
の
か
と
い
う
草
の
根
レ
ベ
ル
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
切
も
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
並
行
し
て
、
Ｎ

で
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

日本とグアテマラのＮＧＯが協調

して杵った助産婦のトレーニング

　たが活そせ民発控Ｇて
欧の高勣｀な参に続Ｏい
米だまへＮい加と可でる
社　゜っのＧかがっ能あの
会　て期○ら欠てなりは
で　き侍のこか住開｀Ｎ

な
支
援
を
行
う
」
と
触
れ
ら
れ

援助の多元化必要

　計画段階から参加を

は
、
こ
う
し
た

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
長
所
て
い
る
程
度
。
実
際
に
は
草
の

を
認
め
て
、
す
根
無
償
資
金
な
ど
四
項
目
の
援

で
に
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
、
助
か
あ
る
だ
け
だ
。

政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
調
の
経
験

を
持
っ
て
い
る
。

　
米
国
国
際
開
発
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
）
の
事
例
を
み
る
と
、
七

三
年
に
議
会
で
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ

の
全
援
助
予
算
の
一
二
％
以
上

を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
執
行
と
す
る

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
調
事
例
と
し

て
は
、
緊
急
援
助
の
分
野
と
人

口
・
エ
イ
ズ
分
野
の
「
地
球
規

模
問
題
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
に

関
す
る
外
務
省
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

定
期
懇
談
会
で
合
意
を
み
た
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ

Ｇ
Ｏ
に
よ
る
、
草
の
根
住
民
に

届
く
援
助
を
実
施
し
、
援
助
の

多
元
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
①
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱

の
中
で
、
ま
た
は
新
規
に
国
際

援
助
法
を
作
っ
て
そ
の
中
で
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
開
発
援
助
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
位
置
づ
け
る
②
社
会
セ

ク
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計

画
立
案
、
実
施
、
評
価
の
各
段

階
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
す
る
シ
ス

テ
ム
を
作
る
③
現
行
の
社
会
セ

ク
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
に

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
も
参
加
し
、
情

報
公
開
を
促
進
し
て
次
の
プ
ロ

ジ
ヱ
ク
ト
立
案
に
役
立
つ
プ
ロ

セ
ス
を
作
る
④
途
上
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
直
接
申
請
し
て
く
る
草
の
根

無
償
資
金
の
選
考
に
あ
た
っ
て

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
中
立
的
な

委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
委
託
す

る
１
Ｉ
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　
さ
ら
に
は
各
国
連
機
関
に
あ

る
日
本
基
金
の
中
で
、
決
ま
っ

た
割
合
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
に
配
分

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
は
日
本
の
顔
を
作
っ
て
い
く

こ
と
に
も
通
じ
る
だ
ろ
う
。

@

池上清子

　
’
カ
イ
ロ
会
議
以
来
、
国
際
社

会
で
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
・
権
利
）
の
視

点
が
明
確
に
さ
れ
、
女
性
の
全

生
涯
の
健
康
が
包
括
的
に
語
ら

調
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
る
側
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
。

　
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
つ
で
あ
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

る
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
、
二
十
年
の
の
担
い
手
で
あ
る
助
産
婦
や
保

国
際
協
力
の
経
験
を
生
か
し
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
住
民
の

て
、
中
米
の
グ
ア
テ
マ
ラ
で
先
一
〒
ズ
に
対
応
し
て
活
動
の
基

住
民
や
グ
ア
テ
マ
ラ
家
族
計
画
本
を
作
っ
た
こ
と
、
ま
た
パ
ー
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一

れ
る
よ
ろ
に
な
っ
た
。
国
際
援
協
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
共
同
し
て
、

扁
で
も
、
女
性
の
初
等
教
育
や
住
民
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

瑕
業
訓
練
な
ど
が
、
保
健
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。
八
九
年
か

と
総
合
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。

　
し
か
し
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
現
場
で
は
、
援
助
予
算
分

野
や
監
督
部
局
が
縦
割
り
で
あ

る
結
果
、
な
か
な
か
そ
の
連
動

は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ
は
政

府
開
発
援
助
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協

ら
の
七
年
間
に
活
動
内
容
は
寄

生
虫
予
防
・
母
子
保
健
か
ら
地

域
全
体
の
生
活
改
善
運
動
へ
と

量
的
に
も
質
的
に
も
拡
大
・
発

展
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
が
協
力

ト
ナ
ー
が
政
府
機
関
で
は
な
く

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
政

治
的
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
ず
に

住
民
の
中
に
入
れ
た
こ
と
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
同
士
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
事
例
で
あ
る
。

　
一
方
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
、
保
健

分
野
で
寄
生
虫
オ
ン
コ
セ
ル
カ

や
熱
帯
病
へ
の
取
り
組
み
を
グ

ア
テ
マ
ラ
で
実
施
し
て
き
た

し
、
昨
年
は
女
子
教
育
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
た
。
し
か

そ
の
主
な
理
由
は
、
援
助
す
し
、
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
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